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■
森
林
整
備
保
全
事
業
計
画
を

閣
議
決
定

森
林
整
備
保
全
事
業
計
画
が
5
月
24
日
閣
議

決
定
さ
れ
た
。
同
計
画
は
、
全
国
森
林
計
画
に

掲
げ
る
森
林
の
整
備･

保
全
の
目
標
の
計
画
的

な
達
成
に
資
す
る
た
め
、
5
年
間
の
森
林
整
備

保
全
事
業
（
森
林
整
備
事
業
、
治
山
事
業
）
の

実
施
の
目
標
や
成
果
指
標
等
を
定
め
る
も
の
。

計
画
期
間
は
、
令
和
6
年
度
か
ら
令
和
10
年
度

ま
で
の
5
年
間
。
事
業
実
施
の
4
つ
の
目
標
及

び
目
標
の
達
成
状
況
を
測
定
す
る
主
な
成
果
指

標
を
次
の
と
お
り
設
定
し
た
。

○
目
標
1　

安
全
で
心
な
暮
ら
し
を
支
え
る
国

土
の
形
成
へ
寄
与

成
果
指
標
①　

周
辺
の
森
林
の
山
地
災
害
防
止

機
能
等
が
適
切
に
発
揮
さ
れ
た
集
落
の
数

　

目
標
値　

約
5
万
8
千
1
百
集
落
（
Ｒ
5
）

→
約
6
万
5
百
集
落
（
Ｒ
10
）

成
果
指
標
②　

防
災
機
能
の
発
揮
の
観
点
か
ら

森
林
の
保
全
等
を
行
っ
た
海
岸
防
災
林
や
防

風
林
な
ど
の
延
長

　

目
標
値　

約
9
千
㎞
（
Ｒ
10
）

○
目
標
2　

国
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

森
林
へ
誘
導

成
果
指
標
③　

育
成
複
層
林
に
誘
導
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
育
成
単
層
林
の
う
ち
、
育
成

複
層
林
に
誘
導
し
た
森
林
の
割
合

　

目
標
値
1
・
5
％（
Ｒ
5
）→
4
・
3
％（
Ｒ

10
）

成
果
指
標
④　

ス
ギ
人
工
造
林
面
積
に
占
め
る

花
粉
の
少
な
い
ス
ギ
苗
木
植
栽
面
積
の
割
合

　

目
標
値　

50
％
（
Ｒ
3
）
→
70
％
（
Ｒ
10
）

○
目
標
3　

森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
通
じ
た

持
続
可
能
な
社
会
実
現
へ
寄
与

成
果
指
標
⑤　

木
材
の
安
定
的
か
つ
効
率
的
な

供
給
に
資
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
育
成
林

の
資
源
量

　

目
標
値　

約
21
億
7
千
万
㎥
（
Ｒ
5
）
→
約

25
億
5
千
万
㎥
（
Ｒ
10
）

成
果
指
標
⑥　

持
続
的
か
つ
適
切
な
森
林
経
営

に
よ
る
健
全
な
森
林
へ
の
誘
導
率

　

目
標
値　

35
％
（
Ｒ
10
）

成
果
指
標
⑦　

人
工
造
林
面
積
の
う
ち
コ
ス
ト

の
低
減
に
取
り
組
ん
だ
造
林
面
積
の
割
合

　

目
標
値
44
％
（
Ｒ
3
）
→
85
％
（
Ｒ
10
）

○
目
標
4　

山
村
地
域
の
活
力
創
造
へ
寄
与

成
果
指
標
⑧　

森
林
資
源
を
積
極
的
に
利
用
す

る
よ
う
に
な
っ
た
都
道
府
県
数

　

目
標
値　

47
都
道
府
県
（
Ｒ
10
）

主
な
事
業
量

事
業
量
に
つ
い
て
は
、
全
国
森
林
計
画
と
整

合
を
図
っ
た
上
で
、
別
表
の
と
お
り
定
め
て
い

る
。

※
事
業
量
は
全
国
森
林
計
画
を
基
に
推
計
し

た
本
計
画
期
間
中
の
実
施
量
を
記
載
し
て

い
る
。

※
関
連
す
る
成
果
指
標
は
、
前
述
の
番
号
と

一
致
し
て
い
る
。

■
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
証
明
の

た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
改
正
　

林
野
庁

令
和
5
年
度
よ
り
Ｆ
Ｉ
Ｔ
・
Ｆ
Ｉ
Ｐ
制
度
の

下
で
行
う
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に
つ
い
て
、
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
Ｇ
Ｈ
Ｇ
基
準

（
※
）
の
適
用
制
度
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
同

制
度
に
お
い
て
は
、
発
電
事
業
者
が
国
内
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
の
燃
料
調
達
計
画
の
策
定
等
に
あ

た
っ
て
、「
燃
料
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
上
の

各
社
に
お
い
て
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
Ｇ
Ｈ
Ｇ
を

確
認
で
き
る
基
準
に
基
づ
く
認
定
等
を
取
得
す

る
こ
と
」
と
さ
れ
て
い
る
。

※　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
Ｇ
Ｈ
Ｇ
と
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
の
原
料

収
集
、
輸
送
や
加
工
、
発
電
利
用
等
の
工
程

で
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
（
Ｇ
Ｈ
Ｇ
：

Greenhouse Gas

）
の
総
量
。

同
制
度
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
国
内
の
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
の
供
給
事
業
者
は
、
発
電
事
業

者
に
対
し
て
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
Ｇ
Ｈ
Ｇ
の
算

定
に
必
要
な
情
報
を
適
切
に
収
集
・
管
理
・
伝

達
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
林
野
庁
は
平

成
24
年
に
作
成
し
た
「
発
電
利
用
に
供
す
る
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
の
証
明
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
本
年
4
月
に
改
正
し
、
燃
料
調
達
事
業

者
が
取
り
組
む
べ
き
事
項
の
詳
細
を
定
め
た
。

こ
の
度
の
改
正
に
よ
り
、
素
材
生
産
事
業
者

や
チ
ッ
プ
製
造
事
業
者
等
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｇ
を
算
定

す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
（
算
定
に
用
い
る
既

定
値
の
根
拠
と
な
る
情
報（
原
料
区
分
、ト
ラ
ッ

ク
最
大
積
載
量
、
輸
送
距
離
等
）。
以
下
「
Ｇ

Ｈ
Ｇ
関
連
情
報
」
と
い
う
。）
を
発
電
事
業
者

に
適
切
に
伝
達
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

こ
の
Ｇ
Ｈ
Ｇ
関
連
情
報
の
収
集
・
管
理
・
伝

達
を
行
う
必
要
が
あ
る
の
は
、
令
和
4
年
度
以

降
に
Ｆ
Ｉ
Ｔ
・
Ｆ
Ｉ
Ｐ
認
定
（
燃
料
計
画
の
変

更
認
定
を
含
む
。）
を
受
け
た
1
、０
０
０

kW
以

上
の
案
件
（
発
電
施
設
）（
以
下
「
Ｇ
Ｈ
Ｇ
基

準
適
用
案
件
」）
に
燃
料
を
供
給
す
る
事
業
者

が
対
象
と
な
る
。

こ
の
た
め
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
証
明
を
認
定

す
る
認
定
団
体
は
、
今
後
、
改
訂
さ
れ
た
林
野

庁
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い
て
認
定
団
体
の
自

主
行
動
規
範
を
改
正
し
、
各
事
業
者
が
Ｇ
Ｈ
Ｇ

（別表）事業量

事業内容 事業量 関連する成果指標
山地災害危険地区等に
おける治山対策の実施 約 ３ 万 ４ 千箇所 ①

津波等に対する防災機
能の発揮のために保全
が必要な海岸防災林等
の復旧・整備

約100km ②

択伐等による育成複層
林への誘導 約9.3万 ha ③

間伐や人工造林の実施 約253万 ha ④、⑥、⑦、⑧
路網整備 約7.0万 km ⑤、⑧

全市連のホームページアドレス http.//www.zennichiren.com
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関
連
情
報
を
適
切
に
収
集
・
管
理
・
伝
達
で
き

る
か
審
査
・
認
定
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

Ｇ
Ｈ
Ｇ
基
準
適
用
案
件
の
発
電
施
設
に
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
を
供
給
す
る
事
業
者
（
素
材

生
産
業
者
や
チ
ッ
プ
製
造
業
者
等
）
は
、
Ｇ
Ｈ

Ｇ
関
連
情
報
の
収
集
・
管
理
・
伝
達（
以
下「
Ｇ

Ｈ
Ｇ
対
応
」
と
い
う
。）
を
適
切
に
行
え
る
こ

と
に
つ
い
て
、
認
定
団
体
か
ら
認
定
を
受
け
て

お
く
必
要
が
あ
る
。

詳
細
は
次
の
林
野
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載

https://w
w

w
.rinya.m

aff.go.jp/j/
riyou/biom

ass/hatudenriyou_guideline.
htm

l■
公
共
建
築
物
の
木
造
化
の
促

進
に
向
け
て
木
造
計
画
・
設
計

基
準
を
改
定
（
国
交
省
）

国
土
交
通
省
は
公
共
建
築
物
の
木
造
化
の
促

進
に
向
け
て
、
こ
の
ほ
ど
官
庁
施
設
の
木
造
化

を
図
る
場
合
に
施
設
の
計
画
段
階
及
び
設
計
段

階
に
お
い
て
考
慮
す
べ
き
基
本
事
項
や
標
準
的

な
手
法
等
を
定
め
た
「
木
造
計
画
・
設
計
基
準

及
び
同
資
料
」
を
改
訂
し
た
。

今
般
の
改
定
は
、「
都
市
（
ま
ち
）
の
木
造

化
推
進
法
」
の
改
正
を
受
け
て
新
た
に
決
定
さ

れ
た
基
本
方
針
に
お
い
て
、
国
が
整
備
す
る
公

共
建
築
物
は
、
中
層
以
上
の
建
築
物
等
も
含
め

原
則
木
造
化
を
図
る
と
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
内
容
の
拡
充
を
図
っ
た
も
の
。

改
定
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
、

○
中
層
以
上
の
建
築
物
の
木
造
化
に
も
対
応
し

た
合
理
的
な
設
計
手
法
等
を
追
加
し
た
。
―

防
耐
火
規
定
や
混
構
造
に
関
す
る
記
載
・
図

表
を
拡
充
。
屋
根
・
外
壁
・
床
・
接
合
部
な

ど
各
建
築
部
位
の
設
計
に
関
す
る
記
載
を
拡

充
。

○
「
計
画
」
の
章
を
新
設
し
、
計
画
段
階
で
の

考
慮
事
項
を
規
定
し
た
。
―

木
の
良
さ
を
実

感
で
き
る
機
会
の
提
供
、
コ
ス
ト
・
技
術
面

で
合
理
的
な
手
法
を
検
討
し
つ
つ
、
木
造
化

を
検
討
。
施
設
の
立
地
や
特
性
等
に
応
じ
た

対
火
災
、
対
水
害
、
耐
久
性
等
の
性
能
の
確

保
。
木
材
調
達
の
実
情
等
を
踏
ま
え
た
適
切

な
施
設
整
備
期
間
の
確
保
。

詳
細
は
次
の
国
土
交
通
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
参
照

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：https://w

w
w

.m
lit.go.jp/

gobuild/m
oku_kijun.htm

l#m
oku_kijun

■
２
０
２
３
年
の
空
家
数
は 

９
０
０
万
戸
で
増
加
傾
向

総
務
省
が
令
和
5
年
10
月
1
日
現
在
で
実
施

し
た
「
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
」
の
速
報
集
計

た
ユ
ー
ザ
ー
を
対
象
と
し
て
、検
討
者
調
査
は
、

直
近
3
年
以
内
に
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
を
計
画
し

て
い
る
ユ
ー
ザ
ー
を
対
象
と
し
て
実
施
し
た
も

の
。こ

れ
ら
の
調
査
で
は
、
リ
フ
ォ
ー
ム
で
実
現

し
た
か
っ
た
こ
と/

し
た
こ
と
と
し
て
は
、
上

位
か
ら
「
一
部
の
部
屋
の
全
面
改
修
を
す
る
」、

「
省
エ
ネ
性
能
を
高
め
る
」、「
バ
リ
ア
フ
リ
ー

に
す
る
」、「
耐
震
性
能
を
高
め
る
」
の
順
に
回

答
が
多
か
っ
た
。

リ
フ
ォ
ー
ム
箇
所
は
、「
ト
イ
レ
」「
浴
室
・

洗
面
所
」「
キ
ッ
チ
ン
」「
リ
ビ
ン
グ
」
の
割
合

が
3
割
以
上
を
占
め
た
。

リ
フ
ォ
ー
ム
実
施
者
の
検
討
時
の
予
算
は
平

均
２
６
６
万
円
、
一
方
、
実
際
に
か
か
っ
た
費

用
（
補
助
金
も
含
む
）
は
平
均
３
４
８
万
円
で
、

予
算
を
上
回
る
傾
向
は
前
年
と
同
様
。
リ

フ
ォ
ー
ム
に
か
か
っ
た
費
用
で
は
、
50
代
以
上

の
平
均
２
８
２
万
円
に
対
し
て
、
20
代
～
40
代

は
４
４
３
万
円
で
、
若
年
層
の
方
が
費
用
を
か

け
る
傾
向
が
み
ら
れ
た
。

実
際
に
リ
フ
ォ
ー
ム
に
か
か
っ
た
費
用
に
つ

い
て
、「
予
算
を
上
回
っ
た
」
層
が
前
回
調
査

か
ら
上
昇
し
30
・
0
％
と
な
っ
た
。
リ
フ
ォ
ー

ム
に
か
か
っ
た
費
用
が
予
算
を
上
回
っ
た
理
由

と
し
て
は
、「
予
定
よ
り
リ
フ
ォ
ー
ム
箇
所
が

増
え
た
」、「
設
備
を
当
初
よ
り
グ
レ
ー
ド
ア
ッ

プ
し
た
」
の
割
合
が
高
か
っ
た
。

実
施
者
の
事
業
者
選
定
時
の
重
視
点
・
契
約

理
由
と
し
て
は
、「
担
当
者
の
対
応
・
人
柄
」

が
最
も
高
く
、「
工
事
の
質
・
技
術
」、「
工
事

価
格
が
安
い
こ
と
」
が
続
き
、
過
去
調
査
と
同

様
の
傾
向
が
み
ら
れ
た
。

契
約
事
業
者
全
体
で
は
「
地
元
密
着
の
工
務

店
」
が
最
も
高
く
、
工
事
業
者
の
情
報
源
は
実

施
者
、
検
討
者
と
も
に
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」

を
4
月
30
日
に
公
表
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

我
が
国
の
総
住
宅
数
は6502

万
戸
と
な
り
、
２

０
１
８
年
と
比
べ
4
・
2
％
（
２
６
１
万
戸
）

の
増
加
と
な
っ
た
。
総
住
宅
数
は
こ
れ
ま
で
一

貫
し
て
増
加
が
続
い
て
お
り
、
１
９
７
８
年
の

３
５
４
５
万
戸
か
ら
ほ
ぼ
倍
増
し
、
過
去
最
多

と
な
っ
た
。

総
住
宅
数
の
う
ち
、
空
き
家
は
９
０
０
万
戸

と
、
前
回
調
査
の
２
０
１
８
年
の
８
４
９
万
戸

と
比
べ
51
万
戸
増
加
し
、過
去
最
多
と
な
っ
た
。

総
住
宅
数
に
占
め
る
空
き
家
の
割
合
（
空
き
家

率
）
は
13
・
8
％
と
、
２
０
１
８
年
の
13
・

6
％
か
ら
0
・
2
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、
過
去
最

高
と
な
っ
て
い
る
。
空
き
家
数
の
推
移
を
み
る

と
、こ
れ
ま
で
一
貫
し
て
増
加
が
続
い
て
お
り
、

１
９
９
３
年
か
ら
２
０
２
３
年
ま
で
の
30
年
間

で
約
2
倍
と
な
っ
て
い
る
。

空
き
家
数
の
う
ち
、「
賃
貸
・
売
却
用
及
び

二
次
的
住
宅
（
別
荘
な
ど
）
を
除
く
空
き
家
」

は
３
８
５
万
戸
と
、
２
０
１
８
年
の
３
４
９
万

戸
と
比
べ
、
37
万
戸
の
増
加
と
な
っ
て
お
り
、

総
住
宅
数
に
占
め
る
割
合
は
5
・
9
％
と
な
っ

た
。詳

細
は
次
の
総
務
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
参

照https://w
w

w
.stat.go.jp/data/jyutaku/ 

2023/tyousake.htm
l

■
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の
実
態
調

査
を
公
表

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
推
進
協
議
会
は
、
こ
の
ほ

ど
令
和
5
年
に
実
施
し
た
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

に
関
す
る
消
費
者
（
検
討
者
・
実
施
者
）
実
態

調
査
」の
結
果
を
公
表
し
た
。
実
施
者
調
査
は
、

過
去
3
年
以
内
に
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
を
実
施
し
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の
割
合
が
最
も
高
い
。
契
約
事
業
者
の
タ
イ
プ

を
世
帯
主
年
代
別
に
み
る
と
、
20
代
～
40
代
で

は
「
全
国
規
模
の
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
」、
50
代

以
上
で
は
「
地
元
密
着
の
工
務
店
」
の
割
合
が

最
も
高
か
っ
た
。

出
展
：（
一
社
）
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
推
進
協

議
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://w
w

w
.j-reform

.com
/publish/

pdf/jitsurei-R5-c.pdf

■
木
材
利
用
に
高
い
関
心
―
森

林
と
生
活
に
関
す
る
世
論
調
査

内
閣
府
が
昨
年
10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
実

施
し
た
「
森
林
と
生
活
に
関
す
る
世
論
調
査
」

の
結
果
が
こ
の
ほ
ど
公
表
さ
れ
た
。
調
査
項
目

に
は
木
材
利
用
に
関
す
る
も
の
も
多
く
、
建
物

へ
の
木
材
利
用
に
高
い
関
心
が
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。

「
建
物
や
製
品
に
木
材
を
利
用
す
べ
き
と
思

い
ま
す
か
」
と
い
う
問
い
対
し
て
は
、「
利
用

す
べ
き
で
あ
る
」
が
45
・
4
％
、「
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
利
用
す
べ
き
で
あ
る
」が
45
・
3
と
、

多
く
の
人
が
木
材
を
利
用
す
べ
き
と
回
答
し

た
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、「
触
れ
た
時
に

ぬ
く
も
り
が
感
じ
ら
れ
る
た
め
」
64
・
8
％
、

「
気
持
ち
が
落
ち
着
く
た
め
」
51
・
7
％
、「
日

本
ら
し
さ
を
感
じ
る
た
め
」
47
・
4
％
、「
香

り
が
良
い
た
め
」
41
・
0
％
、「
植
林
す
る
こ

と
に
よ
り
、再
生
産
で
き
る
資
材
で
あ
る
た
め
」

39
・
9
％
（
複
数
回
答
可
）
と
な
っ
て
お
り
、

木
材
が
再
生
産
資
源
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

一
方
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
利
用
す
べ
き

で
は
な
い
」、「
利
用
す
べ
き
で
は
な
い
」
と
答

え
た
人
に
理
由
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
森
林
破

会
教
育
施
設
」
45
・
4
％
、「
病
院
な
ど
の
医

療
施
設
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
福
祉
施
設
」

36
・
8
％
で
あ
っ
た
。

店
舗
や
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
、
ホ
テ
ル
な
ど
の
住

宅
以
外
の
建
物
に
木
材
が
利
用
さ
れ
る
こ
と
を

ど
の
よ
う
に
思
う
か
に
つ
い
て
は
、（
複
数
回

答
可
）、「
気
持
ち
が
落
ち
着
く
、
快
適
そ
う
な

ど
、良
い
印
象
を
持
つ
と
思
う
」
が
73
・
8
％
、

「
環
境
意
識
が
高
い
と
思
う
」
33
・
3
％
、「
木

材
が
利
用
さ
れ
た
店
舗
な
ど
が
も
っ
と
増
え
て

ほ
し
い
と
思
う
」
28
・
3
で
あ
っ
た
。

調
査
は
、
全
国
18
歳
以
上
の
日
本
国
籍
を
有

す
る
者
3
、０
０
０
人
に
対
し
て
郵
送
で
実
施

さ
れ
、
有
効
回
収
数
は
1
、６
２
４
人
で
有
効

回
収
率
は
54
・
1
％
で
あ
っ
た
。

出
展
：
内
閣
府
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://survey.gov-online.go.jp/r05/
r05-sinrin/

■
全
国
安
全
週
間
を
7
月
に
実

施令
和
6
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
決
定

厚
生
労
働
省
は
、
7
月
1
日
か
ら
7
日
ま
で

を
令
和
6
年
度
「
全
国
安
全
週
間
」
と
し
、
各

職
場
で
の
巡
視
や
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
掲
示
な
ど
、

労
働
災
害
防
止
に
関
す
る
取
組
を
実
施
す
る
。

令
和
6
年
度
の
「
全
国
安
全
週
間
」
ス
ロ
ー
ガ

ン
は
、

危
険
に
気
付
く
あ
な
た
の
目
　
そ
し
て
摘
み

取
る
危
険
の
芽
　
み
ん
な
で
築
く
職
場
の
安
全

全
国
安
全
週
間
は
、
昭
和
3
年
に
初
め
て
実

施
さ
れ
て
以
来
、「
人
命
尊
重
」
と
い
う
基
本

理
念
の
下
、「
産
業
界
で
の
自
主
的
な
労
働
災

害
防
止
活
動
を
推
進
し
、
広
く
一
般
の
安
全
意

壊
に
つ
な
が
る
印
象
が
あ
る
た
め
」
が
65
・

5
％
、「
火
に
弱
い
印
象
が
あ
る
た
め
」
29
・

3
％
、「
森
林
は
保
護
す
る
も
の
だ
と
学
校
で

習
っ
た
た
め
」
25
・
9
％
、「
劣
化
し
や
す
い
印

象
が
あ
る
た
め
」
23
・
3
％
な
ど
が
多
か
っ
た
。

木
材
製
品
購
入
の
際
の
産
地
に
つ
い
て
の
意

向
で
は
、「
産
地
は
特
に
意
識
し
な
い
」
が
最

も
多
く
、
次
い
で
「
国
産
材
を
使
用
し
て
い
る

こ
と
」
が
多
か
っ
た
。

木
材
を
使
っ
た
製
品
を
購
入
す
る
場
合
、
環

境
や
社
会
的
な
観
点
か
ら
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

意
識
す
る
か
に
つ
い
て
は
、「
特
に
意
識
し
な

い
」
が
42
・
9
％
と
最
も
多
か
っ
た
が
、「
原

材
料
と
な
る
木
材
が
法
令
な
ど
に
適
合
し
て
合

法
的
に
伐
採
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
」
37
・

8
％
、「
持
続
的
な
森
林
経
営
が
さ
れ
た
森
林

か
ら
生
産
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
」
25
・

3
％
な
ど
（
複
数
回
答
可
）、
意
識
の
高
い
回

答
者
も
多
か
っ
た
。

今
後
住
宅
を
建
て
た
り
買
っ
た
り
す
る
場

合
、
ど
の
よ
う
な
住
宅
を
選
び
た
い
か
に
つ
い

て
は
（
回
答
は
1
つ
）、「
在
来
工
法
の
木
造
に

よ
る
戸
建
住
宅
」
が
48
・
2
％
、「
ツ
ー
バ
イ

フ
ォ
ー
工
法
な
ど
在
来
工
法
以
外
の
木
造
に
よ

る
戸
建
住
宅
」
18
・
4
％
、「
鉄
筋
、
鉄
骨
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
な
ど
非
木
造
に
よ
る
戸
建

住
宅
」
16
・
7
％
、「
鉄
筋
、鉄
骨
、コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
り
な
ど
非
木
造
に
よ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど

集
合
住
宅
」
12
・
4
％
で
あ
っ
た
。

ど
の
よ
う
な
施
設
に
木
材
が
利
用
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
す
る
か
と
い
う
質
問
に
対
し
て
は

（
複
数
回
答
可
）、「
幼
稚
園
・
保
育
所
・
認
定

こ
ど
も
園
や
小
・
中
学
校
な
ど
の
教
育
施
設
」

が
69
・
6
％
と
多
く
、
次
い
で
「
旅
館
、
ホ
テ

ル
な
ど
の
宿
泊
施
設
」
51
・
1
％
、「
公
設
の

ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
図
書
館
、
公
民
館
な
ど
の
社

識
の
高
揚
と
安
全
活
動
の
定
着
を
図
る
こ
と
」

を
目
的
に
、
一
度
も
中
断
す
る
こ
と
な
く
続
け

ら
れ
、
今
年
で
97
回
目
を
迎
え
る
。

こ
の
間
、
事
業
場
で
は
労
使
が
協
調
し
て
労

働
災
害
防
止
対
策
が
展
開
さ
れ
て
き
た
。
こ
の

努
力
に
よ
り
労
働
災
害
は
長
期
的
に
は
減
少
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
令
和
5
年
の
労
働

災
害
に
つ
い
て
は
、
死
亡
災
害
は
集
計
開
始
以

降
最
少
と
な
っ
た
前
年
を
下
回
る
見
込
み
で
あ

る
も
の
の
、
休
業
4
日
以
上
の
死
傷
災
害
は
前

年
同
期
よ
り
も
増
加
し
て
お
り
、
過
去
20
年
で

最
多
と
な
っ
た
令
和
4
年
を
上
回
る
見
込
み

で
、
平
成
21
年
以
降
、
死
傷
者
数
が
増
加
に
転

じ
て
か
ら
続
く
増
加
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か
ら

な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

特
に
、
転
倒
や
腰
痛
と
い
っ
た
労
働
者
の
作

業
行
動
に
起
因
す
る
死
傷
災
害
が
増
加
し
続
け

て
お
り
、
死
亡
災
害
に
つ
い
て
は
墜
落
・
転
落

な
ど
に
よ
る
災
害
が
依
然
と
し
て
後
を
絶
た
な

い
状
況
に
あ
る
。

ま
た
、
労
働
災
害
を
少
し
で
も
減
ら
し
、
労

働
者
一
人
一
人
が
安
全
に
働
く
こ
と
が
で
き
る

職
場
環
境
を
築
く
た
め
に
は
、
令
和
5
年
3
月

に
策
定
さ
れ
た
第
14
次
労
働
災
害
防
止
計
画
に

基
づ
く
施
策
を
着
実
に
推
進
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
計
画
年
次
2
年
目
と
な
る
令
和
6
年

度
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
労
使
一
丸
と
な
っ

た
取
組
が
求
め
ら
れ
る
。

以
上
を
踏
ま
え
、
更
な
る
労
働
災
害
の
減
少

を
図
る
観
点
か
ら
、
令
和
6
年
度
の
全
国
安
全

週
間
は
、「
危
険
に
気
付
く
あ
な
た
の
目
そ
し

て
摘
み
取
る
危
険
の
芽
み
ん
な
で
築
く
職
場
の

安
全
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
で
取
り
組
む
。

出
典
：
厚
生
労
働
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://w
w

w
.m

hlw
.go.jp/stf/new

 
page_39684.htm

l
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■
木
材
利
用
推
進
コ
ン
ク
ー
ル

公
募
開
始

令
和
6
年
度
の
木
材
利
用
推
進
中
央
協
議
会

に
よ
る
木
材
利
用
推
進
コ
ン
ク
ー
ル
の
公
募
が

開
始
さ
れ
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
募
集
期
間
】
令
和
6
年
7
月
1
日
（
月
）
～

8
月
19
日
（
月
）

【
応
募
対
象
】

〈
優
良
施
設
部
門
〉

過
去
に
お
い
て
当
協
議
会
の
令
和
元
年
度
ま

で
の
「
木
造
事
例
集
」
に
未
掲
載
の
も
の
（
令

和
2
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
特
賞
施
設
以
外
）

で
あ
っ
て
、
令
和
2
年
度
以
降
令
和
6
年
7
月

ま
で
に
全
部
又
は
一
部
に
地
域
材
を
有
効
に
利

用
し
て
建
設
さ
れ
た
以
下
の
施
設
。

ア　

木
造
建
築
物
、
内
装
材
利
用
施
設
―

学
校

等
施
設
、
研
修
・
多
目
的
交
流
等
施
設
、
保

育
園
等
施
設
、
展
示
・
資
料
館
等
施
設
、
保

健
・
保
養
・
ケ
ア
・
病
院
等
施
設
、
住
宅
団

地
等
施
設
、
体
育
館
・
音
楽
堂
等
施
設
、
交

通
関
係
施
設
、
宿
泊
施
設
、
庁
舎
・
事
務
所

施
設
、
商
業
施
設
等

イ　

街
づ
く
り
施
設
―

公
園
遊
具
、
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
、
外
構
施
設
、
土
木
施
設
（
木
道
、
木

柵
、
木
橋
、
木
製
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、
堰
堤
等
）

等
〈
国
産
材
利
用
推
進
部
門
〉

川
中
―

国
産
材
製
品
の
生
産
及
び
販
売
、
流
通

を
通
じ
て
、
木
材
利
用
拡
大
に
取
り
組
む
企

業
（
製
材
、
集
成
材
、
合
板
、
建
材
、
流
通
、

プ
レ
カ
ッ
ト
事
業
者
等
）

川
下
―

国
産
材
を
多
く
利
用
す
る
と
と
も
に
、

普
及
啓
発
等
の
利
用
拡
大
に
取
組
む
企
業

（
住
宅
メ
ー
カ
ー
、
ゼ
ネ
コ
ン
、
施
主
等
）

・
令
和
5
年
（
ま
た
は
令
和
5
年
度
）
に
お
け

る
国
産
材
の
利
用
推
進
に
係
る
取
組
。

・
本
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
農
林
水
産
大
臣

賞
を
過
去
5
年
間
受
賞
し
て
い
な
い
建
築
事

業
者
等
。
た
だ
し
、
優
良
施
設
部
門
に
お
け

る
受
賞
歴
は
問
わ
な
い
。

【
賞
の
構
成
】

〈
優
良
施
設
部
門
〉

○
特
賞
―

内
閣
総
理
大
臣
賞
（
1
点
）、
文
部

科
学
大
臣
賞
（
1
点
）、
農
林
水
産
大
臣
賞

（
1
点
）、
国
土
交
通
大
臣
賞
（
1
点
）、
環

境
大
臣
賞
（
1
点
）、
林
野
庁
長
官
賞
（
1

～
2
点
）、
木
材
利
用
推
進
中
央
協
議
会
賞

（
2
点
程
度
）、
審
査
委
員
会
特
別
賞
（
2
点

程
度
）

○
優
秀
賞
（
50
点
も
し
く
は
応
募
数
の
5
割
の

い
ず
れ
か
少
な
い
方
の
点
数
）

〈
国
産
材
利
用
推
進
部
門
〉

農
林
水
産
大
臣
賞
（
1
点
）、
林
野
庁
長
官

賞
（
1
～
2
点
）、
木
材
利
用
推
進
中
央
協
議

会
賞
（
2
点
程
度
）

主
催
―

木
材
利
用
推
進
中
央
協
議
会
、
後
援

―

農
林
水
産
省
、
国
土
交
通
省
、
環
境
省
、
文

部
科
学
省
、森
林
（
も
り
）
を
活
か
す
都
市
（
ま

ち
）
の
木
造
化
推
進
協
議
会
、
共
催
―

都
道
府

県
木
材
利
用
推
進
協
議
会

応
募
方
法
の
詳
細
は
次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
ご
覧
下

さ
い
。https://w

w
w

.jcatu.jp/concours/

■
ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
２
０
２

４
の
募
集
開
始

ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
と
は
、
木
の
良
さ
や
価

値
を
デ
ザ
イ
ン
の
力
で
再
構
築
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
優
れ
た
建
築
・
空
間
や
製
品
、
活

動
や
仕
組
み
、
研
究
等
を
評
価
・
表
彰
す
る
顕

彰
制
度
で
す
。

○
応
募
受
付
期
間

２
０
２
４
年
6
月
20
日
（
木
）
10
：
00
～
7
月

31
日
（
水
）
18
：
00

※
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
マ
イ
ペ
ー
ジ
か
ら
送
信
の

み
有
効

○
応
募
対
象
分
野

建
築
・
空
間
、
技
術
・
建
材
、
プ
ロ
ダ
ク
ツ
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
調
査
・
研
究

○
表
彰
部
門

・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ン
部
門
～
木
を
活

か
し
て
質
の
高
い
ラ
イ
フ
＆
ワ
ー
ク
ス
タ
イ

ル
を
提
案
し
て
い
る
も
の
が
対
象

・
ハ
ー
ト
フ
ル
デ
ザ
イ
ン
部
門
～
木
を
活
か
し

て
心
身
を
健
や
か
に
し
てW

ell-being

の

実
現
が
期
待
さ
れ
る
も
の
が
対
象

・
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ン
部
門
～
木
を
活
か
し

て
森
林
・
林
業
や
地
域
・
社
会
の
持
続
性
を

向
上
さ
せ
て
い
る
も
の
が
対
象

○
賞
の
構
成

最
優
秀
賞　

数
点　

※
現
在
調
整
中

特
別
賞　

数
点　

※
現
在
調
整
中

優
秀
賞　

数
点
×
3
部
門　

※
現
在
調
整
中

奨
励
賞
（
審
査
委
員
長
賞
）
数
点
×
3
部
門

ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
（
入
賞
）
二
次
審
査
を

通
過
し
た
も
の
す
べ
て

○
応
募
方
法
等
の
詳
細

https://w
w

w
.w

ooddesign.jp/

今
か
ら
47
年
前
に
米
国
の
Ｎ
Ａ
Ｓ

Ａ
が
太
陽
系
の
外
部
を
探
査
す
る
2

つ
の
衛
星
を
打
ち
上
げ
た
。
ボ
イ

ジ
ャ
ー
1
号
と
2
号
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
探
査
衛
星
は
、
地
球
の
位
置
、

人
類
の
姿
や
言
葉
、
音
楽
、
異
星
人

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
記
録
し
た

ゴ
ー
ル
デ
ン
レ
コ
ー
ド
と
呼
ば
れ
る
金
属
板
を

搭
載
し
て
い
る
。
未
来
に
地
球
外
の
知
的
生
命

体
に
よ
っ
て
探
査
衛
星
が
発
見
さ
れ
、
ゴ
ー
ル

デ
ン
レ
コ
ー
ド
が
解
読
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

た
も
の
で
あ
る
。
当
時
の
報
道
は
こ
れ
を
夢
の

あ
る
事
業
と
し
て
紹
介
し
た
が
、
私
は
違
和
感

を
覚
え
た
。
宇
宙
人
に
地
球
の
こ
と
を
教
え
た

ら
、
食
糧
確
保
の
た
め
に
地
球
を
侵
略
し
に
く

る
の
で
は
な
い
か
。
こ
ん
な
リ
ス
ク
の
あ
る
事

業
を
米
国
だ
け
の
独
断
で
行
っ
た
の
か
、
各
国

に
協
議
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
○
こ
の
2
つ
の
探

査
衛
星
は
、
そ
の
後
、
太
陽
系
の
外
に
出
て
、

秒
速
17
㎞
の
速
さ
で
太
陽
系
か
ら
離
れ
て
航
海

を
続
け
、
今
な
お
地
球
に
デ
ー
タ
ー
を
送
り
続

け
て
い
る
。
１
９
７
７
年
当
時
に
こ
の
よ
う
な

長
期
的
な
事
業
を
描
い
た
米
国
の
企
画
力
と
そ

れ
を
実
行
し
た
技
術
力
は
驚
嘆
に
値
す
る
。
○

昨
年
11
月
、
ボ
イ
ジ
ャ
ー
1
号
か
ら
の
通
信
が

途
絶
え
た
。
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
は
地
球
か
ら
２
４
０
億

キ
ロ
も
離
れ
た
こ
の
衛
星
に
電
波
を
発
信
し
て

修
理
に
あ
た
っ
た
。
片
道
22
時
間
も
か
か
る
通

信
で
あ
る
。
現
在
の
担
当
者
は
開
発
当
時
の
紙

の
資
料
を
見
な
が
ら
修
復
に
取
り
組
ん
だ
と
い

う
。
そ
し
て
今
年
の
4
月
に
ボ
イ
ジ
ャ
ー
1
号

か
ら
の
通
信
の
回
復
に
成
功
し
た
。
○
先
日
、

木
製
の
人
工
衛
星
が
開
発
さ
れ
た
と
の
報
道
を

目
に
し
た
。
宇
宙
基
地
の
時
代
が
来
た
ら
、
ま

ず
は
無
機
質
な
基
地
の
内
装
を
木
質
化
し
、
ゆ

く
ゆ
く
は
木
構
造
で
建
設
か
。

雑 記 帳


